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時間 スクリーン ステージ 

  アトラクション前振りＶＴＲ上映後、 

「ＴＯＵＧＨ ＢＯＹ」を会場に流す。 

以下スクリーンに元ネタの投影、ステージで寸劇 

 

 

ケンシロウ登壇。 

ケンシロウ「オオオー」 

 

 

ケンシロウ「あたたたたーっ！！」 

 

 

ケンシロウ「議案はもう済んでいる！」 

 

 

リュウケン登壇。 

リュウケン「やる気十分のようだな。半端なＪＡＹＣＥＥ

だったお前をここまで変えたのは一体何だ？」 

 

 

ケンシロウ「俺は本年度日本ＪＣに出向し、今日まで無数

の血と汗と涙を流してきた。友と呼べるライバルたち・・・」 



 

 

ケンシロウ「そのＪＡＹＣＥＥたちとの出会いが俺を変え

た！」 

  リュウケンよりライバルの紹介。 

リュウケン「奴らのことか。」 

リュウケン「ただ ただ ＪＣへの愛に生きた男 シン」 

リュウケン・ケンシロウ 両サイドへ移動。 

 

 

シン登壇。 

シン「仕事で得た富も名声も権力もむなしいだけだった。」 

 

シン「俺がしたかったことはたったひとつ」 

 

 

シン「ＪＣだ！」 

シン壇上後ろへ。 

  リュウケン「議案上程に殉じた男 レイ」 



 

 

レイ登壇。 

レイ「や、やめろ！その議案だけは その議案だけは落と

さないでくれーっ！」 

 

 

レイ「ゼロベースだと、許さねえ・・・」 

 

 

レイ「てめえらの血は何色だーっ！」 

レイ壇上後ろへ。 

  リュウケン「ロジックに酔いしれた男 ユダ」 

 

 

ユダ登壇。 

ユダ「そう ロジックは議案上で何よりも強く」 



 

 

ユダ「そして美しい！」 

ユダ壇上後ろへ。 

  リュウケン「マストに翻弄され続けた男 サウザー」 

 

 

サウザー登壇。 

サウザー「マストゆえに人は苦しまねばならぬ。マストゆ

えに人は悲しまねばならぬ。」 

 

 

サウザー「こんなに悲しいのなら、苦しいのなら、マスト

などいらぬ！」 

サウザー壇上後ろへ。 

  リュウケン「胸にＪの印を刻んだミスターセレモニー ジ

ャギ」 

 

 

ジャギ登壇。 

ジャギ「おい おまえ！ ＪＣＩクリードを言ってみ

ろ！」 



 

 

ジャギ「フフフッ おまえらー ＪＣＩミッションを言っ

てみろ！」 

ジャギ壇上後ろへ。 

  リュウケン「誰よりもエビデンスを追い求めた男 トキ」 

 

 

トキ登壇。 

トキ「事業の背景に必要なのはお前の野望などではない。

エビデンスだ！」 

トキ壇上後ろへ。 

  リュウケン「そして最後の時まで真のＪＡＹＣＥＥであり

続けた 卒業予定者 ラオウ」 

 

 

ラオウ登壇。 

ラオウ「さらばだ。このラオウＪＣを卒業するに人の手は

借りぬ。」 

 

 

ラオウ「我がＪＣ生活に一片の悔いなし！」 

ラオウ壇上後ろへ。 



 

 

リュウケン・ケンシロウ正面へ。 

リュウケン「奴らの想いを胸に刻んで強くなったか。じゃ

が真のＪＡＹＣＥＥへの道はまだまだ険しいぞ。お前に耐

えられるか？」 

ケンシロウ「たとえ９９％無謀な挑戦でも・・・ 

１％あれば・・・“はい”か“イエス”で応えるのがＪＡ

ＹＣＥＥとしての宿命だ！」 

リュウケン「よくぞ言った。１年間の出向がお前を熱くし

たようだな。本当にお疲れだったな！」 

ケンシロウ「まだだ。まだ終わってはいない。第６７年度

最後のときまで俺は戦い続ける！」 

ケンシロウ決めポーズ。 

  「愛をとりもどせ」のカラオケを流す。 

出演者全員前へ。 

以下スクリーンには歌詞と登場人物の画像を写す。 

 

 

ＹｏｕはＳｈｏｃｋ 突如マストが落ちてくる 

ＹｏｕはＳｈｏｃｋ 俺の胸に落ちてくる 

熱い心 マストでつないでも 

今は無駄だよ 

日本道を 歩んで自発的に やるのさ 

 

 

ＹｏｕはＳｈｏｃｋ 例会映像ゼロベース 

ＹｏｕはＳｈｏｃｋ 審議可決後ゼロベース 

答え求め さまよう心 

今 熱く燃えてる 

一期一会の 覚悟でポジティブ チェンジさ 

 

 

今しかできないことがある お前は出向し 

各地を駆け巡った 

夢を描けぬ顔など 

見たくはないさ 日本を変えるのはオレたちだ！ 

 

 

全員「出向者は もう 勇者である！」 

全員決めポーズ。 

暗転。 

 


